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北海道教育大学旭川校美術科教育教室

１． はじめに

　

この研究の目的は，教員志望学生がへき地小規模学校に在学する児童生徒に対して，造形的な支援の企画・

運営・評価を行うプログラムを開発することである． ここで述べる教員志望学生とは， 大学で造形教育を専

攻し， 卒業後は児童生徒の発達や学習を高いレベルで促すことができる小学校教諭， 中学校美術科教諭を志

望する１～４年生の学部学生である． へき地小規模学校に在学する児童生徒とは， ヘき地指定や学校の規模

が小さいことから， 地域等の学校外からのサポートを特に必要とする小学校， 中学校に在学し学ぶ子どもた

ちを指している． 造形的な支援とは， 小中学校授業・特別活動・総合的な活動の時間において行われる様々

な活動を造形的な表現との関わりから支援することを指している． 支援の内容は多岐に渡り， 図画工作科，

美術科の題材開発から， 学習発表会の舞台装置の提供まで広範なものが可能である． こうした支援が， 児童

生徒の発達・学習を促すとともに， 児童生徒を深く理解する教員への実践的試みとなるためには， 単に提供

者が自己表現として作品を制作し児童生徒に提示するだけでは十分ではない． 教員志望学生と児童生徒との

相互理解を前提とした目的方法・評価とも十分検討されたプログラムが必要である． そこで， 本論では， プ

ログラムのアウトラインを描き， 実際に運営事例 （東神楽町立志比内小学校でおこなわれた学習発表会への

造形的支援） を示し， 検討を加えて考察する．

　

本プログラムの内容は， ３のステップからできている． ステップ１は 「対話によるイメージ共有段階」 で

ある．ステップ２は「多様な制作段階」である．ステップ３は「参加・鑑賞段階」である．
「対話によるイメー

ジ共有段階」 は，（１）小中学校から依頼，（２）関連資料の収集，（３）児童生徒へのイメージ調査，（４）選択プランの

制作と提示，（５）児童生徒との対話，（６）基本プラン決定である． この段階では， 依頼されたテーマの基本プラ

ン制作を目的として， 制作者である教員志望学生と児童生徒とがテーマに対してどのようなイメージを持っ

ているかを相互理解し， 共有するプロセスとなる． 対象となる ・中学校が遠隔地にあり， 対面して制作する

ことが困難であることから， 方法として， このステップでは Ｗｅｂを用いることで対面不能の問題を解決す

る．
「多様な制作段階」 では，（１）制作技法の選択，（２）用具材料の準備，（３）制作，（４）児童生徒へ制作プロセス

の提示，（５）作品の提供である． この段階では， 児童生徒と共有したイメージである基本プランをもとに， 教

員志望学生が制作を行い，作品を提供する．制作で重要な点は，共有したイメージをもとに，制作者が展開・

発展させ， 児童生徒へ表現上の提案を含ませることである． なぜなら， この作品が， 児童生徒が持つイメー

ジをそのまま引き写し， 形にするだけではなく， 制作者の解釈や技法的な試みを組み入れることで， 基本プ

ランを再構築し，
「共同制作のダイナミズムを両者が経験する」 プログラムを目指すからである．

「参加・鑑

賞段階」 は，（１）参加スケジュールの調整，（２）参加記録，（３）児童生徒との対話，（４）全体記録のまとめである．

当該作品が利用される授業や活動に参加し， 作品の解釈と児童生徒理解を深めることを目的とする． このプ

ログラムを， 以下の要領で運営した．
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①時

　　　　

期：平成１３年９月～１０月

②対

　

象

　

学

　

生：北海道教育大学旭川校造形教育専攻

　　　　　　　

学生１０名 （１年生から３年生）

③対象児童生徒：北海道東神楽町立志比内小学校児童

　　　　　　

８名

④テ

　　

ー

　　

マ：志比内小学校 学習発表会の４演目

⑤提

　

供

　

作

　

品：４点

・ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ， 大型プリンター出力

　

４ｘ３ｍ

・ ｎｌｕｓｔｌａｔｏｒ， ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ， 大型 プリ ンター 出力

　

３×３ｍ

・紙， 水彩， ペインティング， 一部ペーパークラフト

　

４×３ｍ

・紙， 水彩， ペインティング， 一部大型プリンター出

力

　

５ｘ３ｍ

⑥対話・掲示用 Ｗｅｂ （写真１）， サーバー：

　

ＭａｃｉｎｔｏｓｈｉＰｏｗｅｒＰＣＧ４７３３
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２． プログラムの目的と内容

写真１

　

対話・提示用ｗｅｂのトップページ

１． イメージ調査ページ

２． プラン掲載ページ

３． 制作の様子掲載ページ

４． 制作者からの質問ページ

５． 過去の作品掲載ページ

６． 完成作品掲載ページ

Ｓｔｅｐｌ「対話によるイメージ共有段階」

① 小中学校から依頼

　

支援対象小中学校からの依頼を受ける． この際， 下記の内容を確認する必要がある． 可能な限り対面で行

い， 依頼者である教員・児童生徒の完成イメージを理解する． 完成イメージが明確ではない場合は， その場

では，提案は行わずに制作条件のみを確認する．また，制作者側に期待される提案を確認する．多くの場合，

この期待は漠然とした言葉で伝えられ，未確定の部分が多く，その理解・解釈も後に構築的に深まっていく．

従って， そうした断片的な内容から発展させることが重要であり， この発展が単なる請負制作から共同制作

への転換場面である．

　

・制作すべき作品とその内容：授業， 特別活動等の内容と作品の関連， 具体的内容

・制

　

作

　

点

　

数

　

・制 作 サ イ ズ

　

・設置場所， 設置方法

　

・完成イメージ：どの様な表現効果を期待するか． テーマ， 場面の表現

　

・関

　

連

　

資

　

料：台本， 児童生徒によるアイディアスケッチなど

　

・作品引き渡し期限等日程

② 関連資料の収集

　

制作に関連する資料を収集する． 依頼された内容に沿ったものと， 制作者の提案が含まれるものとの両面

から収集する必要がある． 画像資料が中心となるが， 関連の文献等の収集もあわせておこないたい． また，

ＶＴＲ資料， 楽曲資料等も有効である．

　

・内容に関する資料

　

・制作方法に関する資料

１５４



へき地小規模学校のための造形支援プログラムの研究

　

・用具材料に関する資料

　

・関連作品に関する資料

　

・先行する作品に関する資料

③

　

児童生徒へのイメージ調査

　

児童生徒が， 作品対して持っているイメージを調査する． 質問項目は下記の通りである． 調査の方法は，

色彩と質感を感じさせる幾つかの画像を児童生徒に提示し， 作品のイメージに近い画像を選択させる． 色彩

と質感の画像は， 具体物の画像と比較し， 作品の全体の印象を決める重要な要素であるながら， 個々の児童

生徒固有のイメージを抽出しやすいと考える． 画像は， できるだけ多くの選択肢の中から選ぶことができる

ように配慮し， 厳密な一致ではなくとも，
「近い」 感じを回答させるように留意する． また， 自由記述や語

薬選択をさせ， 言葉を使いイメージを抽出する． この際， Ｗｅｂを利用して， 質問を児童生徒に提示し， 回

答の便宜を図る．

　

・サンプル画像選択による選択・質問と回答

　

・色彩イメージによる選択・質問と回答

　

・言語イメージによる選択・質問と回答

　

・自由記述

　

・個別の作品特性に関して Ｗｅｂへ質問を掲載し， 回答を求める‐

　

・調査のまとめ

④

　

選択プランの制作と提示，

　

イメージ調査と収集した資料を比較検討し， 選択プランを複数制作する‐ イメージ調査は断片的な要素の

みが提示されるので， 収集した資料をもとに全体的な内容を構築する必要がある． 部分的には， 児童生徒の

イメージと一致したとしても， 全体が与える印象が異なる可能性は高く， 支配的なイメージを見つけだす必

要がある． この場合一般的なイメージに落ち着くことが予想されるので， 積極的に児童生徒がもつ個人的な

イメージを優先し， 制作者は発展的に構築する必要がある． 選択プラン制作の技法は自由であるが， 児童生

徒へ Ｗｅｂに選択プラン画像を掲載し選択させることが前提となる．

　

・イメージ調査まとめと調査資料の比較検討

　

・ラフスケッチと検討

　

・複数の選択プランの作成と Ｗｅｂ掲載

⑤ 児童生徒との対話

提示したプランから， 選択し理由等をメールで受け取る． その際， 満足感や改善点， 追加要素等を確認す

る． また， 制作者がその意図や方法的な工夫， 児童生徒のイメージをどの様に生かしているかを伝える． 依

頼テーマと作品との関連の中から様々な解釈が引き出され， 重層化することが期待される． しかし， 児童生

徒の学習進度との関連から解釈の深まりを考慮する必要があり， この対話が依頼テーマの深まりに寄与する

か否かを常に念頭に置くべきである． なぜなら， 依頼されている作品は， 多くの場合学習活動の一部を担っ

ているに過ぎず，突出することは望ましくない． しかし，制作上で必要な対話は積極的に行うべきで，イメー

ジ調査をした時点から， すでに学習が深まり， 諸条件が変更されている可能性は高く， 可能な限り情報は収

集すべきである．

　

・制作意図の説明

　

・イメージ調査結果の適用の説明

　

・解釈の伝達

　

・選択結果とその理由の確認
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・変更点， 進展部分等の情報収集

⑥ 基本プラン決定

対話から基本プランを決定し， Ｗｅｂに掲載し提示する． この際， 基本プランの解釈等を， 児童生徒にわ

かりやすく伝える必要がある． 結果として児童生徒の全ての意見を採用することは困難であり， 選択的に決

定することとなる． この点への配慮も行う必要があろう．

　

・基本プランの決定

　

・基本プランの Ｗｅｂへの掲載

　

・解釈を平易な言葉で伝える

Ｓｔｅｐ２「多様な制作の段階」

①

　

制作技能の選択

　

依頼される様々な作品に対応するためには， 多様な技能求められる． 小中学校で利用される技法が中心と

なるが， イヴェントに対応するためには， 作品も大型化し， 特殊なものも取り扱う必要がある． また， 児童

生徒に作品を通して造形的な提案をおこなうには， 図画工作， 美術科の枠外で様々な方法が用いられること

が望ましい． 従来から依頼されている， 学習発表会の背景画に限るなら， 水彩によるペインティングが基本

であるが， ペーパークラフトやアッサンブラージュを併用したり， 演劇空間デザインとして制作する方向へ

の展開も考えられる． また， 依頼から作品引き渡しまでの期間が短い場合が多いことから， 短期間で効率よ

く制作する視点も必要である．

②

　

用具材料の準備等

　

選択された技能により， 必要な用具材料， 制作場所が決定される． 大型の作品を扱う場合には， 慎重な準

備が必要である． 用具材料の確保に時間がかかることが多い． 同時並行で複数点を制作することもあり， 制

作効率を考えて， 余裕にある準備をすべきである． チームで制作するには用具材料準備の担当者を置き， 管

理を明確にする． また， 依頼校との準備分担も念頭に入れる必要がある． 用具をどちらが準備するか， 材料

をどちらが負担するかなど， 事前の打ち合わせの中で確認しておくと円滑に制作できる．

③

　

制作

　

児童生徒の要望に応える側面と，造形的な提案との側面を持つこととなる．イメージ調査等で明らかになっ

た児童生徒の要望が個性的で魅力的な場合には， その具体化に力を尽くすべきである． その一方， 要望が形

式的で一般化されたイメージに終始している場合には， 積極的な提案が望まれる． いずれの場合にも， 児童

生徒との共感的理解が目的となるので， 制作者の自己表出や個人的な問題の解決のみに終わらないように留

意したい． ただ， 要望のみに拘束されると， 制作者が目的を失い， その結果として制作意欲を著しく損なう

ことになる． 児童生徒の要望と制作者の表現とのバランスが重要となる．

④

　

児童生徒へ制作プロセスの提示

　

共感的な理解を目的とするには， 完成作品を児童生徒に提示するだけでは十分ではない． 発想， 構想， 制

作の各段階を理解しやすくヴィジュアルに提示し， 解説や対話を加えて理解を促す必要がある． プロセス提

示にはｗｅｂが有効であり， ｗｅｂデザインの中で， 具体化していきたい． 制作者側から示される画像情報，

文字情報に対して， 児童生徒からメール等で反応を得られるデザインが必要だろう． この際， 対象となる児

童生徒の年齢や発達特性に大きな幅あることを前提にすると， 対話のレベル十分に考慮することになる．

⑤

　

作品の提供

　

完成した作品を， 引き渡す方法， 設置の方法， 利用中の制作者の関わり， 利用後の作品の扱いを検討する

必要がある． 引き渡しには， 制作者が利用場所まで運んでいく場合， 依頼者が引き取りに来る場合， 梱包し

１５６



へき地小規模学校のための造形支援プログラムの研究

発送する場合が考えられる． できるだけ， 利用場所まで運んでいき， 設置まで関わり， 児童生徒との対話の

チャンスを見いだしたい． 設置を制作者が行う場合には問題はないが， 依頼者のみで設置する場合には， 詳

細な方法を示す必要がある． 特に， クラフト系やインスタレーション系の作品の場合には慎重に指示を出す

必要がある．

⑥ 制作スケジュールの管理

　

引き渡し期日に遅れることはできない． 作品が届かない場合に児童生徒の学習に大きな妨げとなる可能性

が高い． 十分余裕を持ったスケジュールを立てて， 理解し， 現時点を把握し， 制作チーム全体が進行状況に

配慮できる状況を作り出したい． 制作の同時進行が予想されるので， 制作者相互に進行を確認して制作援助

を行いたい．

Ｓｔｅｐ３「参加・鑑賞の段階」

① 参加スケジュールの調整

　

作品の利用場面には， 必ず参加することとなる． Ｓｔｅｐｌ，Ｓｔｅｐ２の成果を確認する場面であり， 表現とし

ての検討を行う場面となり， 児童生徒との対話の場面である． このプログラムが遠隔地支援を前提としてい

ること， 大学のカリキュラム等の関係から参加は困難なものとなるが， 制作者全員参加の可能性を探ること

なる． プログラム開始時から， 参加スケジュールに配慮すべきである．

②

　

参加記録

　

学習活動・演目をＶＴＲ・スチルカメラで記録する． 特に児童生徒の活動内容が理解できる記録に心がけ

る．

③

　

児童生徒との対話

　

相互理解を深めるために， 作品を通した対話を行う必要がある． しかし， 学習の中でこうした対話の時間

を確保するのは難しく， 事後的に行うためにＷｅｂを利用する必要がある．
④

　

全体記録のまとめ

以上の諸プロセスを記録する．

３． プログラムの運営

（１） 目的と背景

　

このプログラムでは，教員志望である造形教育専攻学生が，その専門性を生かし，小学校の児童とともに，
学芸会背景画の共同制作をおこなった‐ その目的は， 受講生が児童との対話を進め， 造形表現を通して相互

理解を深めることである． 制作のフィールドは， 東神楽町立志比内小学校でおこなわれた学芸会であった．

へき地複式特認校である同学校は， 教員３名， 生徒８名であり， 山村留学を受け入れる特認学校である． こ

のプログラムの運営者である筆者は， ５年前より， 同校の学芸会の背景画制作を旭川校美術教育学生ととも

におこなってきた． しかし， 単なる作品の提供の粋をでることがなく， 教員養成カリキュラムの中での位置

づけが不明確であった． そこで， これらの問題を解決するために本プログラム研究を開始した． 志比内小学

校が， このプログラムのフィールドとして適当であった理由は， ①学生の造形的技能が必要とされていたこ

と， ②児童数が少なく， 受講生と児童全員との対話が， 可能であること， ③へき地校ではあるが， 旭川校か

ら車で１時間程度の位置にあり， 直接訪問が比較的容易だったこと， ④このプログラムの小学校側担当の教

諭が， 教員養成に理解を示し， 積極的に協力してくれたことである．
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Ｓｔｅｐｌ「対話によるイメージ共有の段階」

①

　

志比内小学校から依頼

　

平成１３年１０月２日に制作依頼の説明を受けた． 依頼された作品は４点で， 学習発表会の背景画であった．

演目は 「タイミング：舞踊」「沖縄そだち：舞踊」「となりのトトロ：舞踊」「水戸黄門：演劇」 であった．

個別の作品のイメージは口頭で伝えられた．
「タイミング」は，ロンドンの石畳が舞台のレトロな雰囲気．

「沖

縄そだち」 は， 沖縄の海， 空のイメージ．
「となりのトトロ」 はアニメーションそのままのイメージ．

「水戸

黄門」 は江戸時代の下町の風景で富士山が見えること．
「タイミング」「となりのトトロ」 は曲のオーディオ

テープを参考資料として受け取った．
「水戸黄門」 の台本は検討中とのことで， モデルとなる 「まねし小僧」

の台本を参考として受け取った． 事前の打ち合わせの中で， できるだけ早い時期に依頼内容を知りたいと伝

えてあり， 基本情報が未確定のまま制作を進行させる予定であった． むしろ， 学生との対話の中で内容が詰

められることを期待していた． 詳細なイメージや， ラフスケッチが渡されなかった理由は， 既に３年間背景

画の制作依頼を受けており， 両者に作品の質的理解が成されており， どの程度の作品が可能かが理解されて

いたためであろう． また， 毎年， 学生からの積極的な内容提案を行っていたので， 詳細なプランは必要ない

との判断が志比内小学校父側にあったと思われる．依頼の説明を受けたのは南部で，学生は参加できなかった．

②

　

関連資料の収集

　

制作者である教員志望学生は， 依頼内容から関連の資料を収集した． 資料は， 文献・映像・画像と広範囲

にわたっていた．
「水戸黄門」 では， テレビ番組の ＶＴＲ， 江戸時代の版画がプラン作成の基礎資料となった．

「沖縄そだち」 では， 観光向けパンフレット， 沖縄の基地問題を扱った文献， ｗｅｂ上の沖縄紹介ページが

参考とされた．
「タイミング」 では， 映画， ＴＶ ゲームから取り込んだ画像， ＴＶ ゲーム解説本， 写真集“

絵本と多彩であった．
「となりのトトロ」 では， アニメーション関係の文献が数多く出版されており， 選択

に苦慮するほどである． キャラクターグッツのパンフレット等も対象となっていた．

③

　

児童生徒へのイメージ調査

志比内小学校児童１０名へのイメージ調査の結果は以下のとおりであった‐
「ＳＯＩ．Ｓ０２」等は，選択させた色・

質感画像 （写真２） の演目ごとの番号である‐

ａ． 演目 「タイミング」

調 査

　

日：２００１年１０月１０日

回 答 者：児童Ｆ‐Ｅ， 児童 Ｔ‐Ｋ， 児童Ｓ．Ｈ， ３名

選択画像：「Ｓ０８，ＳＩ０，Ｓ１５」，
「Ｓ０３，Ｓ０４，Ｓ１２」，

「Ｓ０４，

Ｓ０７， Ｓ１２」

自由記述： 「陽気な音楽Ｄ， 歌詞がおもしろい， アップ

テンポ」，
「陽気な音楽， 楽しい歌詞， リズミ

カ ル」

「Ｄ

　

坂本九の歌が好き

　

！， Ｄ

　

灰色のパリ

やロンドン当たりの町並みって感じのバック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

袖１塾ｒ＊形）ト
０

　

負

　

概

　　　

専

　

心

　

．
繍

　

ぬ

　

ｏ

　　　　　　

ｅ

　

；三一二二ふ；二キー』”～‘Ｍ，一二４．醐”′，，Ｍ鵬

　　　　

国」Ｉ

遡 － －Ｊ－

　　

■ ）

　　　　　　　

－－
唖

の一 ′幽楊
写真２ イメージ調査ページ

に現れる， 陽気なやつのイメージ． Ｄ

　

陽気

　　

各作品ごとに， 選択画像を１２～１５枚掲示し，演目に

な歌詞 Ｄ

　

コメ ディ なかん じの踊り」

　　　　　

「感じが近い」 画像を３枚選択させた。 また， 演目に

対する気持ちを自由に記述させた。
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ｂ． 演目 「沖縄そだち」

調 査

　

日：２００１年１０月１１日

回 答 者：児童Ｔ．Ｙ， 児童 Ｍ．Ｍ， 児童Ｆ．Ｍ， 計３名

選択画像：「ＯＫ０４， ＯＫ０６， ＯＫ０８」，
「ＯＫＯ１， ＯＫ０８，

ＯＫ１５一，
「ＯＫ０６， ＯＫ０８， ＯＫ１５」

自由記述：「おきなわは，あつい．夕日は，きれい．」，
「海

　　　　

が， きれい． おきなわは， あつい． ハイビス

　　　　

カス は， おき なわ にあっ て いる．」
「あつい．

　　　　

ハイビスカスは， おきなわにはえている．」

ｃ． 演目 「水戸黄門」

調 査

　

日：２００１年１０月１１日

回 答 者：児童Ｆ．Ｍ，児童 Ｔ．Ｙ，児童 Ｍ‐Ｍ，児童Ｆ．Ｍ，

児童 Ｔ．Ｋ， 児童Ｓ‐Ｈ， 児童Ｓ．Ｍ， 児童Ｓ．Ｔ，

計８名

　

　　　　

　

　

　　

　

　 　

　　

　

　

　 　

　

　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　

　　
９煉肺”糟糊．※“‘ホ．ムベ．リ巷間口）ジンもｖた嶺‘ー中間…

　

Ｇ削りヰいト（

　

こり挿－－縦臨幡寮ムベ”ジ

　

》Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　

写真３

　

制作の様子掲載ページ

制作プロセスの画像を， ｗｅｂに掲載し， 進行状況を

児童に伝えた。

選択画像： 「ＭＯ１，

自由記述

「ＭＯ１， Ｍ０３， Ｍ０７」，
「Ｍ０４， ＭＩ０， ＭＩＩ」，

「Ｍ０３， Ｍ０４， Ｍ０７」，
「ＭＯ１， Ｍ０６， Ｍ０７」，

「Ｍ０４， Ｍ０７， ＭＯ９」，
「Ｍ０３， Ｍ０７， ＭＩＯ」，

「ＭＯ１， Ｍ０８， ＭＯ９」，
「ＭＯ１， Ｍ０４， Ｍ０７」

「むかしのはなし． 名前が， 今の名前とちがう．」，
「今の名前とちがう． むかしの家もちがう．

たのしいところとふつうのところがある．」，
「みとこうもんという名前は， テレビで名前はきい

たことがあるけど， しらない． むかしっぽいから， 竹やぶがにあうと思う．」，
「時代が昔， 最後

には，
「この紋所が目に入らぬか」 で終わる． いつも， ワンパターン」，

「人生楽ありや， 苦もあ

るさ． いんろう」「＊おれは， 水戸黄門役， ＊ワンパターンだから， 普通の水戸黄門はなんかい

やだ＊副将軍というのも， なんかいやだ． ＊従えるところは， 気持ちいい＊忍者黄門も， いい」，
「おもしろい劇だと思います．」，

「特にありません」

ｄ． 演目 「となりのトトロ」

調 査

　

日：２００１年１０月１１日

回 答 者：児童Ｓ．Ｍ， 児童Ｓ．Ｔ

選択画 像： 「Ｔ２， Ｔ３， ＴＯ９」，
「Ｔ１， Ｔ２， Ｔ０８」

自由記述： 「楽しい歌だと思います．」，
「とくにありません」

④ 選択プランの制作と提示

演目ごとに， 選択プランを１～３点掲載し， 選択と感想を要求した．

⑤

　

児童生徒との対話

選択プランから気に入ったものを選択させた，

ａ． 演目 「タイミング」

２００１年１０月１７日

「まさにコレ！

　

予想以上です！

　

最高！！！！

　

ヒャーハハハ！！！！」，
「これこれこれこれこれ！！！！

　

最高最高
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最高！！！！！！」

キー 鵠 欝奉ぜ
ｉ
豊艶掌理常に

拝諺ぎ瞭
＊－－－崎，．ｗぬ′－…ｗ－－、

　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　

　

　

．・
　　　

　　　　　　

・狩こ

　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　

≦

　　

＊マ

　

リー
　

　

　

　　

　

　　　

　
　

　　

　　

　　

写真４

・演目 「タイミング」

　

・舞踊， 児童３名

・ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ， 大型プリンター出力

　

・２．５×３ｍ

　　　

　　

　　　　　　　　　　　

　　　
　　

　　

　

　

　　
　　

－・・

　

」一‐／
すか」－『、

　　　　　　　

　　　　　　　　　

ｂ． 演目 「沖縄そだち」

２００１年１０月１６日

「とても， 気にいっています．」，
「プラン２のほうが，

いいです． 家のやねにシーサーがつけば， つけてくださ

　　　

できれば， 右がわの木をやしの木か， ソテツのような木

にしてください．

よろしくおねがいします． たのしみにしています．」

ｃ． 演目 「水戸黄門」

２００１年１０月１７日

水戸黄門は１の絵がいいです．

水戸黄門は， 本当の昔みたいでいいですね．

ｄ． 演目 「となりのトトロ」

２００１年１０月１７日

以下， 制作学生のメールでの質問に答えて．

おしえて１

　

そのままですが， トトロです．

おしえて２

　

めいとさつきがトトロのおなかにつかまっ

て， 空を飛んでいるところ

おしえて３

　

むぎわらぼうしをかぶって， 白いＴシャツ

を着て， 短パンをはきます

おしえて４

　

夏

写真５

・演目 「沖縄そだち」

　

・舞踊， 児童３名

・紙， 水彩， ペインティング， 一 部 ペーパークラフト

・３×

　

４ｍ

写真６

・演目 「水戸黄門」

　

・演劇， 児童１０名

紙， 水彩， ペインティング， 一部大型プリンター出力

３ ×５ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・・．－－－－．－－－－ー‐ー－－

，

　　　　　　　

．－

　　　　

－…▲”

　　　　　　　　　

・

写真７

・演目 「となりのトトロ」

　

・舞踊， 児童２名

・工１ｌｕｓｔｌａｔｏｒ，ＰｈｏｔｏＳｈｏｐ， 大型プリンター出力

・３×４ｍ
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おしえて１

　

まっくるくるすけ， 中トトロ， 猫バス

おしえて２

　

めいが中トトロをおいかけて行ったら， トトロのお腹に乗ってしまったところ

おしえて３

　

むぎわらぼうしをかぶって， 白いＴシャツを着て， 短パンをはきます

おしえて４

　

冬， トトロの２と３の絵がいいです． トトロは１の絵がいいです．

Ｓｔｅｐ２「多様な制作の段階」

　

決定したものをもとに， 制作を開始した． 制作では， 制作学生を 「水彩による制作チーム」 を２班，
「大

型プリンター出力による制作チーム」 を２班の計４班に編制した．
「水戸黄門」（写真６） 背景画チームは水

彩により制作し， 一部大型プリンター出力を利用した．「沖縄そだち」（写真５） 背景画チームは水彩により

制作し， 一部ペーパークラフトを利用した．
「タイミング」（写真４） 背景画チームは， 大型プリンター出力

により制作した．
「となりのトトロ」（写真７） 背景画チームは， 大型プリンター出力により制作した． 制作

プロセスの提示では， Ｗｅｂの運営を筆者が行い， メールのやり取り， 画像掲載， Ｗｅｂデザインを行った．

Ｓｔｅｐ３「参加・鑑賞の段階」

　

この段階では，志比内小学校学習発表会へ見学へ行った．平成１３年１０月２８日，参加者は制作学生１１名であっ

た‐ 学校側より， 背景画制作協力の紹介があり， 感謝の気持ちが伝えられた． この際に， 昨年とは明らかに

異なる行動特徴がみられた． 児童達と教諭に制作学生に対して強い共感を感じさせる発言・表情等がみられ

た． また， 制作プロセス， 制作方法に関する言及がみられた． 児童たちとの交流時間を持つことはできず．

演目の合間に言葉を交わす程度であった． また， 終了後の Ｗｅｂの交流は行わなかった．

４． プログラムの評価

　

プログラムの評価にあたり， 制作学生へのインタビューをもとに考察を加えた．

（１） Ｓｔｅｐｌに関して

学生Ａ：前回と大きく変わったのが 「児童とのコミュニケーション」 だといえる‐ 前回はどんな劇をやるの

　　　

か， 子ども達はどんなものを望んでいるのか， 全くイメージできないまま， 作業にとりかかってし

　　　

まし， 最後まで自分自身なにを作ろうとしているのかはっきりせず， あと味の悪いものとなってし

　　　

まった． だからこそ， 今回は前回を払拭できるような取組をしたいという強い思いがあった． 苦労

　　　

したという意味では前回も今回も同じように大変だったと思う． しかし， 同様に苦労しても， 今回

　　　

は生徒たちがどんなものを望んでいるか掴むことができたことで，やりがいのあるもの感じられた．

　　　

なによりも， 途中志比内小の生徒から 「イメージ通り！」 というメールにどんなに後押しされたこ

　　　　

とか． 今後ともぜひ続けて行きたい形だと思った‐

学生Ｂ：今回背景を制作するに当たって， まず， なるべく児童の意見を取り入れることを目標とした． そし

　　　

てただ意見を取り入れるだけでなく， その意見を発展させて， 主役である児童に喜んでもらえるよ

　　　

うな背景作りを心がけた‐ 制作では， フォトショップでの照明効果などを駆使して， 児童の 「灰色

　　　

だけど明るいイメージ」 をうまく表現することができた．

学生Ｂ：児童に制作イメージを提示するとき，
「イメージとぴったり， これでいい」 といった意見が返って

　　　

きたため， これ以上発展させると逆にイメージを壊すことになるのではと思い， 制作イメージと出

　　　

来上がりの絵がほぼ変わらないものになった． 制作イメージはもっと抽象的なものの方がよかった

　　　

かもしれない．
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学生Ｃ：私たちが描いた背景画は， 台本がなかったため子ども意見を期待していたのですが， なかなか知り

　　　

たい情報 （例えば具体的にどんなものが絵に描かれていいのかなど） が手元にこなかったせいもあ

　　　　

り， ほとんどが私たちのイメージで下町風景という形になりました． 結果的には劇にはマッチして

　　　

いたと思いますが， 子ども達との Ｗｅｂ上でのコミュニケーションを考えると， うまく意志疎通が

　　　

できていなかったかなと思います．

（２） Ｓｔｅｐ２に関して

学生Ａ：私は Ｍａｃでやることによる・意義・効果を考えて作業に取り組みたいと考えていた． 作業やってい

　　　

る最中にも 「Ｍａｃは手早くできていい」「色々な効果を試すことができる」 などと他のグループか

　　　

らの声があった．確かに様々な効果を何度も試すことができるのは Ｍａｃの強みだろう．しかし逆に，

　　　

多くの効果を試すことができるからこそ， その多くの効果の中から一体どれを選ぶのか， その効果

　　　

の中のどれが最も適したものなのカ …・・そこに私たちの苦労の跡が見られるところだと思う． その

　　　

点で言えば， 何度も試行錯誤を繰り返しながらも， 様々な効果を試すことができ， 私たちなりにイ

　　　

メージに近い質感・色味ができあがり， 満足している．

学生Ａ：ここまで， Ｗｅｂじょうでの対話や， メールでのコミュニケーションの大切さ・成功した面につい

て着目したが， はたして私たちは Ｗｅｂ・メールを十分に生かし切れたかという問題がある． 確か

にイメージ調査によって私たちはイメージを固めることができ， その後も作業風景なども Ｗｅｂ上

で公開され， 子ども達に私たちの様子を伝えることができた． しかし， 私たちは作業を進めていく

上で，忙しさを理由にし，こちらから（自主的に）なんらかのコミュニケーションをとっていなかっ

たことに気づく． 今どこまで進んでいるのか， こちらからなんらかの反応を示すことで， 向こうも

興味・関心をもっとよく持ってくれただろう．そこには反省し，改善すべき点があると思う．また，

最後まで生徒が当日着る衣裳については何の情報も入ってくることがなかったが， やはりイメージ

を決める際， 衣裳の雰囲気だけでもつかめていたら， また違ったものになっていたかもしれない．

とにかく， せっかくのコミュニケーションの場が設けられたのだから， もっと積極的に活用すべき

だったと思う．

低学年もいるのに， Ｗｅｂ上だけではたして十分なコミュニケーションができるのか不安だったが，

顔が見えないからこそだせる意見がメールにみられたように思える． ただ， コミュニケーションと

いうよりは 「イメージの確認」 でしかなかった気もする． 今回は Ｗｅｂは先生の制作だったので，

ことらからはどちらからというと受け手に回った感じがある．

来年からは， もう少しこちらからの意見や言葉などでも子ども達へ伝えられるといいなと思いまし

た．

学生Ｂ

学生Ｃ

（３） Ｓｔｅｐ３に関して

学生Ａ：そしてもう一つ， 前回と変わったのが， 学芸会当日の生徒， 学校側の反応だったと思う． Ｗｅｂや

　　　

メールなどによって向こうのイメージがこちらに伝わっただけではなく， 私たちの作業の様子など

　　　

が伝わり， 対応の仕方に変化があったようだ． Ｗｅｂやメール等でコミュニケーションをとること

　　　

で， こんなにも作業・その後の人間関係も変化するものとは思いもしなかった． コミュニケーショ

　　　　

ンがいかに大切か身をもって知ることができた体験だった．

学生Ｂ： 「背景画で観客のどよめきが走る」 のはなかなか凄いことだと感じた． しかし， 児童と触れ合う機

　　　

会がほとんどなかったが，帰り際に笑顔で手を振ってくれたので，とりあえず好印象を持ってもらっ
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